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研究成果の概要（和文）：漢字仮名交じり文（つまり普通の日本文）の中にある「の」すべてに

丸を付ける作業についての研究である．簡単な作業だが，１ページに 30 個の「の」がある場

合，間違いなくすべてに丸を付けられる人は５人中１人に満たない．今回，私たちの研究によ

り次の事実が明らかになった．『漢字の後の「の」は平仮名の後の「の」よりも見落とされやす

い』この理由を深く分析すれば，人間がものごとを知覚する原理の理解に一歩近づくことがで

きるだろう． 
 
研究成果の概要（英文）：This study is about the performance of human subjects cancelling all 
of the hiragana-letters [no] from normal Japanese document that consists of kanji's and 
hiragana's. Although the task seems easy to accomplish, it is less than one out of five 
persons who could cancel, for example, all the thirty [no]s in one-page document. The main 
result of the current study is that the letter [no]s after kanji are more often overlooked than 
the ones after hiragana. By investigating the reason why that happens, we could go 
one-step further into the understanding of human's basis of perceptions. 
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１．研究開始当初の背景 
 ヒューマン・エラーという言葉でくくるな
らば，見落としの研究の歴史は長く，大量の
成果が蓄積されている．見落としという用語
も，ヒューマン・エラーの分野で用いられて
いる専門用語の一つである．その文脈の中で
は，エラーを誘発する内的および外的要因を
探る手法が用いられ，研究としてはエラーを

排除する手法に関する事例研究がほとんど
である．いわば，人間特性を踏まえた使いや
すいマン・マシーン・インターフェイスの研
究として発展してきている． 
 したがって，エラーと人間の高次認識機能
を結び付けた研究はあまり例がない．つまり，
本研究で取り上げようとする文字探索課題
の研究事例はあっても，それらはみな，適 



性検査として位置づけられていたり，あるい
は，「認識」と類似の用語「認知」が用いら
れているものの，「認知症」の早期発見検査
課題や病状進行抑制のための訓練課題とし
て用いられている例があるだけである．した
がって，事例データはあっても，脳内メカニ
ズム解明の観点からのデータや分析がない． 
 私たちが本研究課題の申請時までの数年
にわたり，高校生〜大学生〜大学院生〜社会
人（〜50 歳代）の協力を得て少しずつ収集し
てきたエラー・データを集計したところ，エ
ラー数の分布がガンマ分布に従っているら
しいことに気づいた．その際の課題は，文書
中の「の」の個数を数える課題であった．ガ
ンマ分布は，神経生理学的研究でニューロン
発火の時間間隔のモデルとして用いられて
いる．また，両眼視野闘争や多義図形の知覚
遷移時間間隔がガンマ分布に従うことが知
られている．指数分布の重ね合わせがガンマ
分布になることから，脳情報処理の要素的過
程があるとすれば，分布の分析を通してその
自由度やメカニズムが推定できる可能性が
ある． 
 
 
２．研究の目的 
 本研究課題の申請時において，予備的実験
により収集し分析していたデータは，人間特
性の意外性（十分に注意したつもりでも見落
としてしまうこと）を経験するデモンストレ
ーションとして実施し，得られた結果であっ
た．そのため，課題の作成や実験の実施に際
して十分な統制を行なっていなかった．そこ
で本研究課題では，「の」見落としエラー発
生要因の究明に結び付けられること，そして，
エラー発生機構のモデル化につながること
を目指した実験を計画した．  
 目的として設定したのは以下の観点であ
る．  
（１）実験刺激（「の」を含む文字列）にお
ける「の」の置かれている状況として複数の
条件を設定し，条件に応じたエラー発生率の
有無を調べる．条件として以下を設定する． 
① 文字列として自然な文を用いる場合と，

ランダム文字列を用いる場合．つまり
「の」が自然な文脈で現れる場合と規則
性なく現れる場合の違い． 

② 「の」の直前の文字の影響．直前の文字
による「の」見落としエラーの違い． 

③ 文字間隔の影響．文字間隔による見落と
しエラーの変化． 

④ 行間隔の影響．行間隔による見落としエ
ラーの変化． 

⑤ 紙面を上下反転させる場合とさせない
場合の見落としエラーの違い． 

（２）「の」探索エラーが従う分布，すなわ
ち，エラー数と，そのエラー数を有する被験

者数の関係を明らかにする．予備的な分析に
よれば，一見ガンマ分布のように見えるが，
実は形の似た別の分布であるかもしれない． 
（３）エラー発生メカニズム推定のために，
現象の確率論的要因を分析し，数理モデルを
構築する． 
 
 
３．研究の方法 
 刺激作成方法，実験方法，分析方法に分け
て述べる． 
（１）刺激作成方法 
 刺激（被験者が「の」の探索を試みる課題
文字列）は，A4 判用紙に横書きで印刷した．
フォントはＭＳ明朝 10 ポイント，行間（行
のベースラインの間隔）は 20 ポイントとし
た． 
（２）実験方法 
 はじめに，本研究課題申請時および実施開
始後しばらくの間採用していた手法を途中
で大幅に変更したことを述べておかなけれ
ばならない．本研究課題実施前の数年間に行
なった予備的実験では，そして，本研究課題
実施開始後 1 年ほどは，用紙に印をつけるこ
とはもちろん，指で文字列を追うことも禁止
した実験を行った．つまり，被験者は頭の中
で「の」の個数を黙々と数えた．その方法を
採用したわけは，それが「１．研究開始当初
の背景」で紹介した前例で採用されていた方
法だからである．そして，それら前例でその
方法が採用されていたのにもわけがある．す
なわち，被験者が「の」のカウント数をワー
キングメモリー（作業記憶）に保持しつつ探
索を行なうという 2 重課題をさせることで作
業負荷を増大させ，被験者のカウント成績を
際立たせるためである．しかし，本研究課題
では見落としの要因を分解することが必要
であり，また，エラー発生位置を特定するこ
とが不可欠であるとの判断から，以下に述べ
る丸を付ける方法に変更した． 
 では，最終的に採用した実験方法について
述べよう．実験は集団で実施した．印刷面を
裏にして刺激の印刷された用紙を被験者に
配布する．被験者は実験実施者の合図で用紙
を表に反し，文字列を左上から右，上の行か
ら下の順に探索し，「の」を発見するたびに
筆記用具で丸を付けてゆく．被験者への指示
は，慎重になりすぎたり急いだりせずに楽な
気持ちで取り組むこと，そして，決して後戻
りしないこととした．文字列を最後まで探索
し終えたら，被験者は前方スクリーンに映し
出されているストップウォッチ（○分○○秒
と表示されている）を見て，開始合図からの
所要時間を読み，用紙に記入する． 
 刺激として多種の（多数の条件で作成し
た）文字列を用いたが，以下，特に断らない
限り，各被験者が取り組んだ実験は 1 度のみ



で，異なる条件は異なる被験者に割り当てた
（被験者関実験）． 
 実験に際しては事前に被験者からのイン
フォームド・コンセントを得た．また，実験
継続に困難を感じた場合にはいつでも中止
してよいことを付け加えた． 
（３）分析方法 
 丸付けされた「の」と丸付けされていない
「の」の箇所をデータ化し分析した． 
 
 
４．研究成果 
 研究の主な成果，および今後の展望を述べ
る． 
（１）研究の主な成果 
①自然な文とランダム文字列の対比につい
て 
 「の」を探索する刺激として自然な文を用
いる場合（自然文と呼ぶ）と，その自然文を
文字単位でランダムに並べ替えた場合（ラン
ダム文と呼ぶ），について見落としエラー発
生率を比較した．その結果，自然文の方がエ
ラーが有意に多いことが分かった．この結果
が示唆することは以下のとおりである．実験
に際しての教示では文の意味把握を求めて
いないにも関わらず，被験者は無意識に文を
読んでおり，そのため，「の」探索に配分す
べき注意の一部が無意識の言語理解に配分
され，見落としが発生する可能性がある． 
②「の」直前文字の影響について 
 「の」の前後の文字に応じた当該「の」の
見落とし率を分析した．その結果，「の」の
直前文字による差があることが分かった．す
なわち，直前文字が漢字である「の」と，直
前文字が平仮名である「の」に分けてエラー
を集計したところ，直前文字が漢字の方がエ
ラーが有意に多いことが分かった．この結果
が示唆することは以下のとおりである．自然
文とランダム文の対比で示唆された要因（探
索に配分すべき注意が無意識の言語理解に
費やされる）以外に，空間周波数要因があり
得る．画像としての漢字は空間周波数の高い
成分を多く含んでいるのに対し，平仮名は高
周波成分が少ない．そのため，「の」探索に
は視覚系の低周波成分チャンネルが活性化
されると考えられる．だとすれば，同様の周
波数成分を含む平仮名が「の」探索を撹乱し，
「の」発見を妨害する可能性がある．しかし
事実としてそのような妨害は比較的少ない．
となると，次の推論が成り立つだろう．高周
波成分を多く含む漢字は探索対象から除外
される．漢字の除外は「の」発見に有効であ
るはずだが，なぜ妨害が大きくなっているの
だろうか？ 考えられるのは漢字の除外（無
視すること，注意を配分しないこと）が次に
続く「の」に波及する可能性である．この仮
説を検証するには文字間隔を制御した実験

を実施する必要がある． 
③エラーが従う分布の推定，エラー発生メカ
ニズムの推定について 
 本研究課題に取り組み始めた当初の予想
以上に実験と分析の多数の繰り返し（試行錯
誤）が必要になった．このため本研究課題開
始当初には予想できなかった新事実（（１）-
②）の発見に到達した時点で研究実施期間の
終了が近づいた．したがって，エラーが従う
分布の推定と，エラー発生メカニズムの推定
については今後の課題である． 
（２）得られた成果の国内外の位置づけ 
 英語に関しては，文字見落とし研究の歴史
は長い（1960 年代～現在）．それに対し，日
本語での文字見落とし研究はほとんどなか
った．よって，日本語における文字見落とし
研究の切り口を提示したことに意義がある
だろう．国外研究との関係については，扱う
言語が日本語という点で波及効果が制限さ
れる面があるが，視覚的探索の人間特性とし
て一般化した場合に，特に（１）-②で述べ
た空間周波数の観点は国外の研究者へ向け
ても問題提起となると考えられる． 
（３）今後の展望 
 現在得られている成果の改善や一般化な
どについては自明であるか，または容易に多
くの案を提示することができるため，詳細を
述べることは控えておく．その代わりに，現
在の成果をより一層発展させるために必要
と考えている主な２点について述べておく．
第１に，視覚的探索と注意（attention）を
扱う広大な研究領域の中で，本成果の位置づ
けを明確にすること．第２に，実験方法の更
なる改善である．すなわち，頭の中で数える
ことに比べて，「の」に○付けをする方法は
有用な情報収集を可能にしたが，見落としの
脳内メカニズム推定という本研究申請時に
設定した目的達成には不十分である．「の」
発見過程の記録装置を導入（製作）し，「の」
発見時系列の分析ができれば，脳内メカニズ
ムの推定に一歩近づくだろう． 
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